
国立身体障害者リハビリテーションセンターと 各自治体における 

支援センタ一の 活動状況と問題点 
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  支援センター 活動状況 ( 北海道 ) 
  

北海道 

問題点・課題 
]. 支援センターと 市町村の行政窓ロとの 連携が極めて 弱い。 
支援 セ、 ノタ一 と行政の窓口問相互 の アクセスがない。 
行政から支援センターへの 連絡はな《高次 悩構能 障害の 
認知と支援センタ 一の周知不足 ) 、 支援センターも 行政に 
対する世世づけが 弱く直接医療・ 福祉施設等へ 連絡を取る 
傾向にあ った。 
2. 広範囲な地域をかく 一するために、 市町村の福祉窓口等 
行政組織を介した 連携を行いネットワークの 形成を促す 
ことが必要と 思われる。 
3. 既存の作業所、 デイケア．リハ 訓練施設等の 活用が不十分     
施設の活用を 図り支援サービスの 賈と 且を豊かにする 必要 
があ る。 

相談対象の分布 
Hl6 年 t0 月 -l2 月 

地方 

札幌 市 
55X 

札幌市近郊 
f6.. 

  Ⅰ札幌市■札幌市近郊 ロ 地方 

]. ゴ し海道での支援センターは 北海道大学病院で 活動してきた。 

2. 平成 16 年 4 月より 12 月までの間に 94 例に対して延べ 500 件 
の 相談業務を行った。 
3. 平成 16 年 l0 月 -12 月の調査では 新規登録 8 例を含む 40 例 

ほ ついて調査を 行った。 
登録症例はその 約 7 割が札幌 布 またはその近郊在住てあ った。 
4. 平成 16 年 i0 月 -12 月の調査における 相談対象は 49 例であ り 

その 6 割が札幌 布 またはその近郊であ った。 
5. 平成 16 年 l0 月 -12 月の調査では 35 件の連携頻度であ った。 
医療機関がその 半数を超え．市町村等の 行政との連携はな 

かった。 
6. 地大病院． I@ 、 まほ模作業所コロ ポ ・ ソ クル、 札幌デイケアセ 、 ノタ一 

との間で月に l 度 、 支援計画策定 会講 、 ケースカンファランスを 
行ってきた。 

登録者の分布 

地方 
2811 

札幌市近 
81 

L 机市 
64% 

lQ 札幌市■札幌市近郊ロ 地方 J 
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57% l 幻相談機関与Ⅰ入所施設 コ 通所施設 コ 医療機関 そ 他 ｜ 
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宮城県高次脳機能障害者 
支援モデル事業 

一平成 l6 年庄一 

拠点病院 : 東北厚生年金病院 

支援センター ( 福祉 ) 

ュ 協力機関高次脳機能障害者を 支援する会 

高次脳機能障害者の 小規模作業所 
( 精神の作業所に 位置づけ ) 

Ⅰ れ i んほう倶 楽都 

Ⅰ i ずみ アウトドアリハビリテーション 倶楽部 

eNPo 法人 南光だ i 雲母倶楽部 

Ⅰグループホーム i ずみ 

Ⅰ診断・評価・リハビリテーション 

Ⅰ高次脳機能障害外来設置 
Ⅰ短期評価入院をシステム 化 ( クリニカルパス ) 

づ 拠点病院だけでほ 受け入れに限界があ る。 

m 他機関との患者情報共有 
づ 共通の情報用紙での 情報交換 
・外来患者情報収集用 舐 

・高次脳機能チェ ツウ表 @ 城県 方式 ) 
・東北厚生年金病院 版 高次 悩構能睡吉 チコックリスト 

( 本人・家族・ 病院・ % 増 用 ) 

支援センター (m 療 ) 

Ⅰ拠点病院東北厚生年金病院 
Ⅰ通院患者・ 相談患者のコーディネート 

( 診断・評価、 リ / ぜ リテーション ，生活相談等 ) 
e 当事者の相談窓口 

Ⅰ支援者の相談窓口 
( 病院、 保健福祉事務所、 ケアマネージャ 一など ) 

e モデル事業事務局 

Ⅰ院内高次 脳 対策委員会 
Ⅰ勉強会・講習会の 企画・運営 
支 撰者対象勉強会一年 5 回講演会一年 ] 回 

当事者対象一年 ] 回 

  宮城県における 問題点 

 
 

仙台市に 

宮城県の的 半 敦の人口 

拠点病院、 関係支柱 接 関 

が集中している 

づ県甘 格差が大きい   

特に仙台目以外の 支柱が問題 

 
 
 
 

 
 

く 課題 ノ 

支援ネットワーウのシステム 化 

Ⅰ地域での社会参加の 場の構築 
づ 居住地近くの 高齢者デイサービス 施設 

などでのボランティア 的な参加。 

1 就労に向けての 支援 
～職業センターとの 協力 

( 就労準備段階の 方への支援をど う するかが課題 ) 

m 生活習慣の改善が 必要な方の支援 
( ひきこもりに 近 い 状況にあ る方とその家扶の 支援 ) 

! 三障害の壁医療や 福祉としての 枠 
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支援センタ一の 活動状況と問題点 埼玉県 

平成 l f 年度高次脳機能障害支援モデル 事業 

埼玉県総合リハビリテーションセンター 

1  支援センタ一の 活動状況 

1  埼玉県高次脳機能障害支援対策整備推進委員会の 設置及び開催 

  構成 1 5 人 ( 当事者団体、 小規模作業所、 病院 MSW 、 障害者職業センター、 

精神保健福祉センター、 保健 師 、 市町村、 リハセンター、 県庁等の代表 ) 

・第 1 回協議会 (7 月 2 8 日 ) 

1 6 年度モデル事業の 実施計画等の 検討 

・第 2 回協議会 (1 1 月 1 9 日 ) 

1 6 年度モデル事業の 実施状況 ( 中間報告 ) 

具体的事例を 通じた支援に 当たっての課題の 検討 

・第 3 回協議会 (  3 月上旬 ) 予定 

2  支援コーディネータ 一の設置及び 支援活動 

  支援コーディネーター 2 人設置 

身体障害者更生相談所部門に 設置 ( 非常勤 ) 

週 3 日 X 2 人の勤務体制 

・児童福祉司、 身障福祉 司 、 知 障 福祉 司 、 生活指導員経験者 

，生活指導員、 MSW 経験者 ( 社会福祉士、 介護支援専門員 ) 

・相談美人員 4 3 人 ( 平成 1 6 年 1 2 月現在 ) 

3  高次脳機能障害専門外来 

・実施日 毎週月曜日 ( 定員工人 ) 、 

毎月第 1, 3, 5 木曜日 ( 定員 2 人 ) 

  内容 インテーク面接、 診察、 神経心理学的検査 

  相談件数 ( 平成 1 6 年 1 2 月現在 ) .                             1  0  5  々 牛 

( 昨年度の 1 5 4%) 

・専門外来受診者数 ( 平成 1 6 年 1 2 月現在 ) .                       5  6  々 牛 

( 昨年度の 1 4 4%) 

4  外来患者のグループ 指導 

・実施日 毎月第 2, 4 木曜日 
・内容 

く 当事者グループ シ 

メモリーノートの 活用、 グループ 員 同士の交流により、 社会性やコミュニケー 

ション技術の 向上を図る。 

く 家族グループ ノ 

家族同十の交流、 情報交換により、 当事者への理解を 深め、 支援の向上を 図る。 

・利用者数 
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当事者 : 延べ 9 5 人、 家族 : 延べ 6 2 人 

5  身障手帳 米所持者のリハセンタ 一更生施設への 八通所 

  入所者 t 人 ( くも膜下出血、 5 3 歳、 男性 ) 

・記憶障害、 遂行機能障害、 病識欠落 

・長期目標 : 復職を含めた 将来方向の検討 

・短期目標 : 障害認識を深める 

，通所者 1 人 ( くも膜下出血、 4 7 歳、 男 ャ 生 ) 

・注意障害、 構成 力 低下、 記銘力低下 

・長期目標 : 就労 

・短期目標 : 作業能力の向上 

■参考     身障手帳 を所持する高次脳機能障害者の 更生施設在籍 数 

入所 2 3 人、 通所 3 人 ( 平成 1 5 年度実績 ) 

6  研修会 

テーマ : 「高次脳機能障害への 地域の支援状況及び ネ、 ッ トワークづくり ョ 

日時 : 平成 1 6 年 1 0 刀ェ 4 日 ( 木 ) 1 3 : 3 0 ～ 1 6 : 1 5 

会場     当 センタ一大会議室 

対象 : 障害者生活支援センター、 心身障害者地域デイケア 施設、 

精神障害者小規模作業所、 身体障害者授産施設等 

内容     1  モデル事業の 目的と取り組み 

2  地域における 高次脳機能障害者の 支援事例報告 

①市町村障害者就労支援センタ 一の報告 

②精神障害者小規模作業所からの 報告 

3  グループ討議 

参加者 : 3 2 人 

7  高次脳機能障害セミナー 2 0 0 5 

・日 時 : 平成 1 7 年 i 月 2 2 日 ( 土 ) 1 3 : 0 0 ～ 1 6 : 3 0 

  会 場 : 彩の国すこやかプラザ ( さいたま市 ) 

・参加者 : 3 0 5 人 

第 工部 

基調講演「高次脳機能障害者への 支援」 

埼玉県リハセンター 医長 先崎 章 

発表「高次脳機能障害者の 当事者・家族の 立場から」 

脳 外傷友の会「さいたまⅠ 沼田 公 恵 

第 2 部 シンポジウム 

コーディネーター 埼玉県リハセンター 臨床心理科長 越野 修 

救急病院の立場から さいたま赤十字病院 脳神経覚科部長 岡田 仁 

リ 八専門病院の 立場から 希望病院医療ソーシャルターカー 三浦 浩治 

就労支援の立場から 埼玉県障害者職業センター 主任職業力ウンセラー 岩佐 純 
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平成 1 6 年度 千葉県高次脳機能障害支援センター 活動状況と問題点 

[ 事業展開 ] 

(1) 支援センター 活動状況 

当事者および 家族からの相談実態 ネ、 ッ トワーク活動 

行政機関川連携 県内 4@ 5 

県外 3 

機関 別 連携 相談機関など 7 7 

入所施設 2@ 3 

通所施設 3@ 2 

その他 Ⅰ 9 6 

総計 3 7 6 

1 0 月～ 1 2 月実績 

その他 2@ 4 

総相談件数 9  9  ィ半 

(2) 支援センターとしてワーキンババループの 立ち上げ 

これまでの活動も 含め、 支援センター 活動を支える 8 個のワーキンググループを 立ち上げた。 

ア ．広報啓発グループ 

情報収集・情報発信 

メンバー : 医師・看護 師 ・保育士， ツー y ャルヮづ -. 介護具 

イ ．市町村相談支援バループ 

平成 1 5 年度実施の全県調査結果のうち、 各市町村から 処遇困難事例として 相談のあ がった 53 

枚の個人 票 に関する相談実施。 

相談件数     7 件 ( 連絡調整の回数 1 5@@) 

メンバー     ソ リ ヤ ル ヮリ q  生活支援 員 ・ 看 諸銘 鴨 8 陸相 がタ一 ( 知史 相 ・ 身更相 ) 
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①関係機関と 協力して、 モデル地区での 実態調査を実施。 

高齢者施設 : 1 1 3  障害者施設 :. 33  児童福祉施設 : 30  学校 : 9 1 

②モデル地区での 市民公開講座を 開催し、 当該障害の実態を 広く市民に周知啓発する。 

5 月 7 日 ( 土抗 予定 

メンバー : 千葉県高次脳機能障害支援センター (G 床 心理士・ ゾづ 70 ヮ劫 @ 医師・生活支援 員 ) . 

陸相 セソタ -( 知 史相 ・ 身 真相 ). 中核地域生活支援 竹タ @  当事者家族の 会代表・自閉症・ 発達障害支 

援センター・ 行政福祉施設職員 

ク ．高次 脳 カンファレンス 

千葉リハビリテーションセンター「高次脳機能障害」覚来での 診断と評価件数 : 47 件 

ケースカンファレンス : 工 0 回 

メンバー     医師 ( 脳外科・神経内科・ 精神科 ) . 看護 師 ・理学療法士・ 作業療法士・ 言語聴覚 

士 ・視能訓練 モ ・臨床心理士・ソリ ヤ ル トト ・生活支援 員 ・保育士・児童指導員 

(3ME 僚機関と更生施設との 連携 

自立生活支援 : 3 件 

(4) 干葉高次脳機能障害者当事者および 家族の会、 千葉リハビリテーションセンタ 一家族交流会 

3 回開催 



平成「 W 年度 
千葉県高次脳機能障害支援センター 

市町村相談支援バルーフ。 

，相談件数 :7 件 ( 連絡調整数一 15 回 ) 

メンバー : ト シャル 7 円 - 生活支援 員 ・看護 師   

障相 センター 

    

  
記憶障害グループ 

  

中
日
 

障
 
憶
 
-
 
己
 
一
 
-
 
-
 
ロ
 

の
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活
動
 

療
の
 

医
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メンバー : 臨床心理士・ 作業療法士・ 生活支援 

員 ・介護具・看護 師 

  8 つの ヮ一 キンググループの 紹介 

・広報啓発グルーフ 
新 ・モデル事業便り 至行 干芋早手束Ⅱ 所 千束年月 ハヒ リテーシ @@6% @ 者福祉 レ センター 宙 某日 

克行ブ任音 耳 沃脆恨徒惟苫英任 対策至信 推 
上委員会 

斬 ・ モギ l し曳業暉ド       
委員長 大ヌ 圧 

〒 260-0 舶 5  千葉 煤 千乗 市は区 吉田町 
l-45-2 
Ⅱ L ll@:-@9l-l@3@ ( 仕 @ 内窩 l7@ 

三 E l Ⅰ   

若者 ヴル ニフ。 

・医療施設・ 更生施設・外来患者の 若年高次脳機能 
障害者の活動 

メンバー : 臨床心理士・ソリ ヤ ル 7%d 生活支援 

員 ・介護 員 ・保育士 

更生国高次 脳 支援バループ 

グ
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章
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台
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メンバー : 臨床心理士・ 理学療法士・ 作業療法士 

・ ト シャル 7 円 @ 生活支援 員 ・介護 員 

60 



海匝 圏域地域生活支援バルーフ 

平成 15 年度に実施した 香取 海匝 圏域実態調査後サ 
ポートプロバラムの 検討 

メンバー : 臨床心理士・ ソうセ ル ヮ吋 d 生活支援 員 

介護 員 ・ 障相 センター・地域生活サポー 

ト施設職員・ 健康福祉センター 保健 師 ・ 

市町村社協職責・ 医療機関トシャル ヮ 一 

カ @ 当事者家族 

「   

  

高次 脳 カンファレンス 

本白地区ネットワーク 構築ダルーフ 

  都市部高次脳機能障害者実態調査 

メンバー : 千葉県高次脳障害支援センター ( 臨床心 

理士 ウ リ セ ル 7%@ 医師・生活支援 員 ) 

障相 センター・中核地域生活支援セン 

タ一 、 自閉症 - 発達障害支援センター・ 当 

事者家族の会代表・ 行政福祉施設職員 

  千葉 り /Y ビリテーションセンター 高次脳機能障害外来で 

の診断と評価 

件数 :47 件 

ケースカンフアレンス 実施回数Ⅱ 0 回 

メンバー : 医師 ( 脳外科・神経内科・ 精神科 ). 臨床心理士   
理学療法士・ 作業療法士・ 言語聴覚士 

祝辞訓練土 ウリヤ ル ヮ与 d 生活支援 員 ，保育 
士・児童指導員 
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地域作業所の 立場から 埼玉県精神障害者小規模作業所連絡会副会長 萩 礼子 

8  パ、 シ フレットの作成 

・目的 一般県民の啓発 
・内容 「高次脳機能障害の 理解と対応」 

( 主な症状とその 対応を紹介 ) 

，規格等 A3 、 両面刷り、 二つ折り 

・発行時期 平成 1 7 年 1 月 

・発行部数 5, 0 0 0 音ト 

9  当事者・家族へのアンケート 調査 

  対象 当 リハセンター 受診者とその 家族 1 1 7 

脳 外傷友の会「さいたま」会員 9@ 3 

・目的 高次脳機能障害当事者・ 家族の実態把握 

当事者・家族別に 意向を調査し 施策に結びつける 

・実施期間 平成丁 6 年 1 0 月 1 日～ 3 1 日 

・回答率家族 1 0 6  (50.5%)  当事者 1 0 1 (48.1%) 

Ⅱ 支援センタ一の 問題点 

ェ モデル事業終了後の 予算の確保、 人員の確保が 可能か不透明であ る。 

2  支援センターは 県に ュか 所しかなく、 遠いところからは 相談しにくい。 

3  地域の社会資源が 不足しているため、 充実させる必要があ る。 

4  関係機関との 連携が、 現在は個別ケースを 通じての連携にとどまっているが、 医療 

機関も含めた 関係機関の組織的な 支援ネットワークづくりが 必要であ る。 

5  この障害についての 理解が徐々に 浸透しているが、 まだまだ普及啓発が 不足してい 

る 。   
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埼県 総合 り /v ビリテーションセンター 

  
進奉遺   金 

]6 年度 さ - ル事穏の実施計画等の 検討 
・第 2 回協議会 n] 月 ]9 日 ) 

]6 年度モ ル事業の実施状況 ( 中間報告 ) 

具体的事例 通じた支援に 当たっての課題の 検討 

・第 3 回協議会 ( 3 月上旬 ) 予定 ; 男 玉露 運巨 ミミミ目ミミニ ニ Ⅰ三三、 、 音烹夏 

高次脳機能障害専門外来 
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喪 、 昧 アーティネータ 一の設置 

週 3Bx2 人の勤務体制   
・相談笑人員 4 も大呼 成 ]6 年 ]2 月 現祖 

患者のグループ 指導 

，内容 

・当事 グルーフ   
・家族 ヴ ) 一フ 
家族同上の 流、 傭 親交換により   当事者への理解を 深め、 
支援の向上 図る。 

・利用者数 
当事者延べ 95 人，家族 : 延べ 62 人 

佳お ミ 圭ニ ず ニ男 珪徐 ) 坊 高温 驚海 ? 交流により、 社会 
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Ⅰ、 パンフレ、 ソト の作成 

「高次脳機能障害の 理解と対応Ⅰ 
主な症状とその 対応を紹介 

A3 、 両面刷り、 二つ折り 
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  奉加者 :32 人 

へへ高次脳機能障害セミナー 2005   
埼玉県ル ) センター 笘味 心理科長越野 修 
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1 モ チル産業終了後の 予算の確保、 人見の確保が 可能か不透 

、 違いところからは 相談しに 

め ．充実させる 必要があ る。 

ケースを通じての 連携にと 
関係機関の 組授 的な支援 

浸透しているが・まだまだ 
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神奈川リハ・ ，拠点施設における 事業取り組み‥ 

  """"% 安   
@% 尭ヰ葉研 傍耳 垂 l 社全的理屋形成 監鱗 

， I@g@* a@ ・ SB@fat>tt@@I@ ， 」。 B@@ aii@sa@saxa@ ， IE"roB@@ 。   t 。 @"@T"" 7 Wt-h ・ ， @ ・・・   蜂懐囲 
靱 傍杖 甘 。 一キ " 。 
抽 社会ワーキング マニュアル作成 接吋 ( 予定 )                                 Ⅰ。 """"" 

神奈川リハ支援センター 

支援コーチ イ ネータ一の対応者数と 相談内容 

支 撰者数 67 名 
平成 l6 年 l0 月 l 日 -l2 月 31 日の問 

賠姶笘撃 無銘 相談内訳の延回数 408 
      

あ 斯 

卸稔 

梧祉 サ ー ピス 

耽接 交接 

す 故主 柱 

僅忙 ． 珪 声曲 下 

仮 肖柏 抽 

牡羊 1l% ま 

その他 

      

支援センターを 介した支援展開の 図式 

職業センター @   『 睡 " ""- 連携は 更生相談所 力 Ⅱ榛にあ る 牡 的など 

支援 コ 一千 ィ ネーターが対応している 高次 臆 低能 暉 言者 

支援 費 ・介護保険などの 利用状況 
n=67 平成 l6 年 l¥n 月 ---lz 月 

拍甘 何社 サ 一ピ ス 

地域で暮らす 高次 俺 機能障害者と 家族には、 相談支柱 者   
担当ケアマネジャーがいない 状況を表している 

支援コーチ イ ネーターが対応している 高次脳機能障害者 
片月内に必 与 " た W もの 
平成 l 侮 り 月晦点 の状況 

福祉サービスなどの 利 m  内訳 
福祉 サヰス などの利用吉 は 67 名 中 22 名、 古学・ % 分， 休憶蓋は l4 名．                                 

 
 

  
支撰 コーティネーターが 閏 与して就労 支投 ・施設 
利 m 支損へ 移行した者は 20 名。 

支援相談者から 就労支援までの 一例 
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ヰ 支援Ⅰ一千 イ ネーターは多故におよぷ 篠 合 的な 拒技舶報 提供への村市 
を 担うとともに．支柱 実 俺のためにはま 4 分析．あ 要支柱の抽出と 本人   
支族との 俺巨 共有、 長期・中屋 概 日毎の綾 定 ．具体化のための 支 接角柱   
つくり、 頁コ 活用 甘 亜などを行っている・ 百文 G 榛 鹿皮古昔支柱では 重要 
な投桶を担う 存在であ る・ 

  

f 百文目 枝珪巨宙 右には， 課 田を抱えた在宅生活 状 好などから社会 授加 
や 在宅生活の安之化に 向けての 卑 n 的な移行支 億 ( 既存支援につなげる 

  

支柱など ) が 必要であ り，現状では 交接センターと 支援 コ 一千 ィ ネーターが 
その 伎 口を央たすことが 必要であ る． 

  

* 百文 憶笘鹿庫 吉キ の培含 には． 匝 古格桂から一旦は 支接が 肝 結しても 
。 要 。 『 " 。 " 一千 """ 。 一が " わ """" 。 " 。 " 。 ， " 。 め 。 。 "" 
ロードがまくなるため 任 かな支援には 支 なが生じやすいという 無血があ る・ 

て
い
 

助
 
の
 

 
 
 
 
和
時
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